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12月14日に第3回学校運営協議会を開催しました。今回は，学校保健
委員会も兼ね，学校保健に関わる職員の研修や保健室の様子について，
養護教諭の鶴﨑が説明しました。

≪運営協議会委員からのご質問・ご意見≫
・不登校対応は，どのようにされていますか？
相談できる人・場所があるといいのですが…

まずは担任が連絡をしたり，家庭訪問をしたりします。そして，いき
いきルームや保健室を利用して，心の元気をためて教室に戻れるように
します。長く続いている場合は，関係機関と連携して対応します。

今は，不登校の理由がはっきりと分からない場合が多いです。引きこ
もらないために，子どもたちの居場所作りが大切ですね。

また，子どもたちの様子や重点プロジェクトの進捗状況に
ついて協議しました。

【重点プロジェクト① ボランティア活動】

≪ご意見≫
・ボランティア募集の発信があるといいですね。お便り（プリント）を配付しても，保護者に届
いていないことが多いようです。例えば，Googleフォームなど，みんなで共有できる形があれ
ば，もっと広がると思います。
・コミュニティーセンターに来られる方は，やはりお便り（プリント）で知る割合が高いです。
コミセン便りに，ボランティアのことも掲載するようにしたら，多くの方に周知できますね。

【重点プロジェクト② 家族ふれあい読書】

読書週間に合わせた「読書ｄｅビンゴ」の取組では全校で２８３名の子どもた
ちがビンゴを全部クリアしました。「お家の方にお薦めする本を自分で選び，読
んでもらう」特典を，見事に獲得しました！

冬休みは，家読（うちどく）に挑戦します。読書を通して，家族で楽しい時間
を過ごしましょう！

今年度は，約3年間制限されていた学習活動が再開されました。赤ペン先生や読み聞かせ，掲示
板など，たくさんの方々にご協力いただきました。

職員研修として，①いじめ事案発生時の対応について ②救急法講習・エピペン講習会
③スクールカウンセラーとの研修会を行いました。

「いじめはない」「あってはならないもの」という考えでは，子どもの変化に気付くことが
できません。起こった事実を的確につかむことが大切です。

・食物アレルギーの対応で，家から持参することもあるのですか？

エピペンのレプリカを使って，
練習している様子

代替食は出すことができないため，除去した一品は，家から持って
来てもらいます。
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